
 7月 9日(火)、特別進学コースの 1,2年生によ
る大学見学が行われました。九州大学と福岡大学

を見学し、生徒たちは、広々としたキャンパスや

最先端の技術を取り入れた設備に夢と自由を実

感することができました。九州大学での水素エネ

ルギーの研究についての紹介は、理系分野の勉強

の方向性を示していただき、生徒たちはその面白

さを感じることができたようです。福岡大学で

は、法学部4年生と直に話し、大学の勉強内容や
学生生活に目を輝かせて交流をしていました。大

学への夢と憧れを胸に抱き、今後の勉強の励みに

してほしいです。 

大学見学（夢に向かって） 
 今年も、夏休み期間中の７月 24 日
（水）～26 日（金）まで玄海青年の家
で勉強合宿を行いました。各自が目標を

たて、規則正しい生活の中で勉強に取り

組みました。閉講式での成果発表では計

画をたてることの大切さや苦手教科へ

の取り組み方などについて反省の声が

聞かされました。今年の圧巻は、一期生

の先輩達との交流会でした。勉強や進路

のことから恋愛にいたるまで幅広く激

励やアドバイスをしていただき大いに

盛り上がりました。 

勉強合宿 

 ８月19日（月）第５回理容
美容学生技術大会～理美容甲

子園～が行われ、本校２年生

中野美花さん（大谷中学出身）

が、ヘアデザイン画部門（テ

ーマ「ときめき」）、中学・高

校生の部において、優秀賞に

選ばれました。中野さんの作

品は、11月に神戸で行われる
全国大会に出品されます。 

１年生を対象に介護福祉士の役割についてアンケートを実施し

ました。入学して４ヵ月彼らから見た役割とは、次の通りでした。 
・どんなことが あっても利用者さんを笑顔で楽しませること 
・笑顔にさせることができないなら、介護をしている意味がない  
・残された機能を十分に使い続けることができるようにすること 
・介護福祉士の役割の１つに“コミュニケーション”があるのな 
ら、私も少しは役に立てるかな・・・ 
今の素直な考えをいつまでも持ってほしいですね。 
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・キリスト教に基づく人格教育を行います。 
・専門教科による職業教育を行い、有能な人材を育成します。 

・自主独立の精神を養います。 

・国際交流による国際理解教育を行います。 

 ＥST． １９３５  (昭和10年) 建学の精神 

〒807-0861 福岡県北九州市八幡西区堀川町12番10号 

TEL 093-602-2100(代表) FAX 093-692-5690 

E-mail:info@orioaishin.ac.jp 

URL:http//www.orioaishin.ac.jp/ 
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特別進学コース 

美容専科コース 看護科・看護専攻科 

健康福祉コース 

第5回理美容甲子園 老年看護臨地実習を終えて 

７月22日～８月２日までの10日間看護科３年生の老年看
護臨地実習を終えました。この実習の目的は、「施設内の老

人の日常生活の援助をとおして、老人の加齢に伴う身体的・

精神的・社会的特徴と施設での生活状況について理解し、健

康レベルに応じた援助の方法を習得する」ことにあります。

生徒たちは、それぞれの指導者から実習指導を受けながら、

高齢者の方々の「生活の質」を高められるよう全人的ケアに

取り組みました。 

介護福祉士の役割とは？ 

ベッドメーキン

グの実践です。 

指導者よりｵﾘ

ｴﾝﾃｰｼｮﾝを受

けています。 



 今年も、８月17日（土）～18日（日）
の２日間、小倉井筒屋パステルホールに

て第 21 回私立小・中・高校展が行われ
本校から中学１年生の渡辺汰雅さん（藤

木小）、北川真衣さん（本城小）、高校１

年生の江藤航太さん（高生中）、吉田愛花

さん（岡垣中）、荒渡佳汰さん（直方第１

中）、吉田優季さん（岡垣中）の６人が制

服ショーに参加しました。また、ホール

内では高校新体操部の演技も披露し多く

の中学生や保護者で賑わいました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

長らく連載してまいりました「折尾駅今昔物語」は前号で

終了させていただきました。貴重な資料をご提供してくださ

いました田原耕作氏に深く感謝申し上げます。 
前回、郷土史家故小田弘之先生著書の「折尾周辺の史跡巡

り」を参考に折尾周辺の歴史を連載いたしましたが次号から

は、同氏の著書「草創期の黒田藩と栗山大善」をもとに折尾

と栗山大善の関係を特集します。大善は福岡藩においては、

忠之が健在であるにも拘らず、藩主を訴えたのですから、不

志の臣でしたが大善を預かった盛岡藩は天下の義士として、

手厚く迎えています。将軍家光も憂国の心情を温かく理解し

て、百五十人扶持を給しています。赤穂の忠臣蔵の大石良雄

が切腹前に、『真の義士は福岡藩の栗山大善でしょう。私たち

は主君を失い、国を失った不忠の臣で、どうして義士と云え

ましょう。』と云ったと云います。今も、堀川流域には大善と

名のつくものが多数残っています。凡そ四百年の歳月がすぎ

ようとしているのに、大善の遺徳を偲んでいる地方名が残さ

れていることは、素晴らしいことです。黒田藩の歴史を学び、

後世に歴史を伝えることは、現在に生きる私たちのつとめで

はないかと思います。 
小田弘之著書「草創期の黒田藩と栗山大善」のまえがきより 

「折尾駅今昔物語」 掲載終了のお知らせ 

第21回 私立小・中・高校展 

 

学校見学会のご案内 

保護者対象入試説明会 

第２回 10月26日（土） 14:00 

教育内容及び特色 

入試対策及び合格基準  

就学支援金及び奨学金制度 

•学校紹介 
•授業体験 
•クラブ紹介 
•進学相談  
第３回 

10月19日
（土） 
10:00 

•学校紹介 
•入試対策ｾﾐﾅｰ 
•進学相談  

第４回 
11月16日
（土） 
10:00 

小倉井筒屋パステルホール 

制服ショーでは多くの見物

客で賑わいました。 


